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ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
正
に
大
正
生
れ
の
宿
命
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
…
…
。 

学
徒
兵
と
し
て
応
召
、 

 

三
年
間
の
思
い
出
の
記
録 

富
山
県 

 

山 

下 

嘉 

平 
 

 

  

戦
後
六
十
年
の
節
目
に
当
り
、
往
時
を
回
顧
し
、
齢
と

共
に
去
り
行
く
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
つ
つ
、
往
時
の
思
い

出
を
た
ど
っ
て
み
た
。 

 

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
一
日
は
い
わ
ゆ
る
、

学
徒
徴
兵
延
期
停
止
と
な
り
学
業
半
ば
に
し
て
入
営
と
な

っ
た
。
私
の
生
涯
に
お
い
て
誕
生
日
に
次
ぐ
最
も
忘
れ
ら

れ
ぬ
想
い
出
の
日
で
あ
る
。 

先
づ
軍
歴
の
概
要
を
記
す
と
、 

入
隊
後
二
カ
月
を
経
て
、
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
補
充
隊

（
東
部
第
四
十
八
部
隊
）
の
一
期
検
閲
終
了
。 

昭
和
十
九
年
五
月
一
日
、
豊
橋
第
一
陸
軍
予
備
士
官
学

校
入
校
。 

同
年
十
月
十
五
日
、
南
方
軍
派
遣
の
た
め
博
多
港
出
発
。

マ
ラ
イ
ポ
ー
ト
デ
ク
ソ
ン
に
て
現
地
補
充
教
育
。 
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昭
和
二
十
年
三
月
三
十
一
日
、
同
教
育
終
了
。
ス
マ
ト

ラ
ブ
キ
ナ
ン
ギ
富
第
一
〇
九
二
三
部
隊
司
令
部
を
経

て
嶽
兵
団
独
立
混
成
第
二
十
六
旅
団
通
信
隊
付
将
校

を
命
ぜ
ら
れ
る
。 

昭
和
二
十
年
六
月
十
三
日
、
パ
レ
ン
バ
ン
出
発
、
昭
南

島
防
衛
の
た
め
転
進
。 

終
戦
を
迎
え
て
、
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
五
日
、
リ
オ

諸
島
レ
ン
バ
ン
島
に
到
着
。
こ
の
無
人
島
に
て
自
活
。 

昭
和
二
十
一
年
六
月
十
五
日
、
同
島
出
発
、
七
月
三
日
、

鹿
児
島
港
に
上
陸
後
復
員
完
結
。 

 

こ
れ
が
私
の
た
ど
っ
た
道
筋
で
あ
る
。
わ
ず
か
三
年
足

ら
ず
の
期
間
だ
が
、
特
に
印
象
の
強
か
っ
た
思
い
出
を
記

述
し
て
み
た
い
。 

 
 

㈠ 

初
年
兵
か
ら
一
期
検
閲
ま
で 

 

大
本
営
発
表
が
徐
々
に
戦
局
の
深
刻
さ
を
増
し
て
来
た

頃
、
私
達
も
ペ
ン
を
銃
に
持
ち
替
え
て
祖
国
防
衛
の
た
め
、

鬼
畜
米
英
に
立
ち
向
か
う
要
員
と
い
う
こ
と
で
応
召
と
な

っ
た
。 

 

入
隊
当
時
は
教
育
隊
と
し
て
一
般
兵
と
は
別
扱
い
で
、

よ
く
聞
か
さ
れ
た
初
年
兵
対
古
兵
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
と
は

全
然
違
い
学
校
の
集
団
教
練
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
訓
練
は
一
般
兵
の
倍
も
三
倍
も
厳
し
く
、
そ
の
訓

練
に
加
え
て
学
習
、
精
神
教
育
、
相
次
ぐ
試
験
な
ど
で
全

く
多
忙
だ
っ
た
。
最
も
苦
労
し
た
の
は
食
糧
で
、
若
い
兵

隊
に
と
っ
て
腹
ぺ
コ
が
一
番
辛
い
。
動
作
の
鈍
い
者
は
常

に
可
哀
想
だ
。
恥
ず
か
し
い
話
だ
が
班
長
の
残
飯
や
魚
の

骨
等
は
初
年
兵
に
と
っ
て
は
歓
迎
さ
れ
た
御
馳
走
だ
っ
た
。 

 

渡
河
作
戦
と
て
、
も
ち
ろ
ん
完
全
軍
装
の
ま
ま
、
寒
中

に
神
通
川
を
ザ
ブ
ン
ザ
ブ
ン
と
渡
り
、
臍
の
辺
り
ま
で
水

が
来
た
時
は
何
と
も
い
え
ぬ
辛
い
思
い
で
あ
っ
た
。 

 

夜
間
行
軍
で
は
疲
労
に
加
え
睡
魔
避
け
難
く
、
歩
き
な

が
ら
コ
ッ
ク
リ
コ
ッ
ク
リ
と
銃
を
肩
に
無
意
識
で
隊
列
に

従
い
行
軍
し
た
。
田
舎
の
細
い
道
を
事
無
く
歩
い
た
も
の

だ
と
不
思
議
な
く
ら
い
だ
。 

 
 

㈡ 

検
閲
終
了
、
学
校
へ
、
ま
た
ま
た
厳
し
い
訓
練
を 

 

甲
種
幹
候
生
と
し
て
豊
橋
第
一
陸
軍
予
備
士
官
学
校
第

十
一
期
生
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。 

 

入
校
初
日
、
一
連
の
行
事
を
終
え
ホ
ッ
ト
し
た
間
も
な



220 

く
自
習
室
へ
集
会
、
種
々
細
部
の
注
意
を
受
け
、

め
い
も
く

冥
黙
の

後
、
各
自
に
筆
と
硯
を
渡
さ
れ
、
言
わ
れ
る
通
り
半
紙
に

『
淡
白
、
頑
張
』
と
書
か
せ
ら
れ
た
。 

 

こ
れ
が
在
校
中
の
座
右
の
銘
と
な
っ
た
わ
け
だ
。
緊
張

し
た
思
い
で
書
き
終
る
と
、
次
に
短
刀
を
渡
さ
れ
、
自
分

の
名
前
の
下
に
血
判
を
押
せ
と
命
ぜ
ら
れ
る
。
初
め
て
の

こ
と
で
も
あ
り
度
肝
を
抜
か
れ
た
思
い
で
一
瞬
躊
躇
し
た
。

小
指
を
切
り
刺
す
こ
と
を
想
像
し
、
誰
し
も
が
眼
を
見
合

わ
せ
た
。
し
ば
ら
く
シ
ー
ン
と
し
た
冷
た
い
空
気
が
漂
っ

た
が
、
結
局
は
小
指
を
少
し
切
り
、
に
じ
み
出
た
血
で
押

す
こ
と
を
教
え
ら
れ
先
づ
ホ
ッ
ト
し
た
が
、
あ
の
瞬
間
の

気
持
ち
は
、
今
だ
に
背
筋
に
冷
た
い
も
の
を
感
ず
る
一
幕

で
あ
っ
た
。 

 

入
校
初
日
に
か
よ
う
な
目
に
逢
い
、
こ
れ
か
ら
が
大
変

だ
と
の
思
い
は
お
互
い
に
深
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
学
校

の
生
活
、
訓
練
は
原
隊
の
そ
れ
と
は
格
段
の
違
い
を
感
じ

た
。 

 

第
一
に
感
じ
た
こ
と
は
精
神
的
な
教
育
、
い
わ
ゆ
る
先

に
誓
っ
た
『
淡
白
、
頑
張
』
が
終
始
一
貫
し
た
教
育
で
あ

り
、
善
悪
の
判
然
と
し
た
、
と
て
も
心
の
綺
麗
な
日
常
で

あ
っ
た
。
ま
た
同
僚
の
失
敗
や
誤
り
も
（
極
く
一
部
を
除

き
）
自
分
が
や
り
ま
し
た
と
云
う
位
に
、
進
ん
で
罪
を
被

る
よ
う
な
雰
囲
気
の
日
常
生
活
で
あ
っ
た
。 

 

日
中
の
訓
練
の
後
、
自
習
室
で
講
義
を
受
け
た
時
な
ど
、

と
て
も
眠
く
て
「
コ
ッ
ク
リ
」
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
見
ら
れ
た

が
、
終
了
後
「
居
眠
り
し
た
奴
は
一
歩
前
へ
」
の
号
令
に

は
、
生
徒
は
皆
進
ん
で
罰
を
受
け
、
罪
を
受
け
る
に
躊
躇

し
た
者
は
い
な
い
。 

 

豊
橋
の
演
習
場
は
『
高
師
天
伯
原
』
と
い
う
砂
塵
の
多

い
丘
陵
地
帯
で
、
夕
刻
の
演
習
中
に
は
る
か
か
な
た
の
東

海
道
線
を
蒸
気
機
関
車
が
白
煙
を
な
び
か
せ
て
走
り
、
汽

笛
の
音
が
何
と
も
云
え
ぬ
郷
愁
を
誘
う
。
あ
の
時
の
涙
の

に
じ
み
出
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
。 

 

学
校
で
は
対
空
、
対
瓦
斯
、
対
戦
車
が
教
育
の
主
眼
で

あ
っ
た
。
厳
し
い
訓
練
の
状
況
は
書
く
ま
で
も
な
く
体
力

の
限
界
を
感
じ
た
。 

 
午
前
中
の
演
習
で
汗
び
っ
し
ょ
り
と
な
っ
た
夜
は
、
軍

服
を
堅
く
絞
っ
て
お
い
て
口
に
水
を
含
み
霧
を
か
け
て
乾
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か
す
。
昼
食
後
ま
た
そ
れ
を
着
て
午
後
の
演
習
に
出
掛
け

た
も
の
だ
。
厳
し
い
演
習
の
反
面
、
区
隊
長
の
温
情
溢
れ

る
好
意
に
は
敬
服
し
た
。
夜
間
演
習
を
早
目
に
切
り
上
げ
、

突
然
、
隊
付
の
兵
隊
が
冷
た
く
冷
し
た
西
瓜
を
差
し
入
れ

に
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
た
。
み
ん
な

大
喜
び
で
久
方
振
り
の
大
満
足
だ
っ
た
。 

 

九
月
頃
だ
っ
た
か
、
折
し
も
夕
刻
、
全
校
生
徒
が
舎
前

に
集
合
、
何
と
な
く
不
吉
な
予
感
が
し
て
い
た
。
西
の
空

に
紅
い
陽
が
沈
む
頃
、
学
校
長
閣
下
の
訓
示
あ
り
、
隊
長

が
サ
イ
パ
ン
へ
転
任
の
よ
し
、
戦
局
ま
す
ま
す
不
利
の
時
、

何
と
も
云
え
ぬ
不
安
と
寂
し
さ
に
身
が
ゾ
ク
ッ
と
し
た
思

い
が
忘
れ
ら
れ
ぬ
。 

 

こ
の
頃
演
習
中
に
、
学
校
本
部
か
ら
乗
馬
の
伝
令
が
駆

け
付
け
、

き
ゅ
う
き
ょ

急
遽
演
習
は
中
止
と
な
り
、
全
員
南
方
軍
へ
の

転
属
の
命
を
受
け
た
。 

 
 

㈢ 

南
方
軍
へ
転
属
、
輸
送
船
に
て 

 

身
の
回
り
の
整
理
や
軍
装
の
準
備
や
何
か
と
連
日
忙
し

さ
に
追
い
回
さ
れ
た
。 

 

当
時
、
父
が
胃
潰
瘍
で
手
術
を
受
け
入
院
中
で
、
面
会

も
出
来
ず
心
残
り
で
あ
っ
た
。
実
は
後
日
聞
い
た
話
で
は
、

安
静
中
の
病
人
が
八
方
手
を
尽
く
し
て
、
汽
車
の
切
符
を

入
手
し
、
医
師
の
止
め
る
も
振
り
切
り
看
護
婦
に
頼
み
、

こ
っ
そ
り
逃
げ
出
す
段
取
り
を
し
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が

当
日
朝
吐
血
し
た
の
で
断
念
し
た
そ
う
だ
。
息
子
に
最
後

の
別
れ
と
ぜ
ひ
面
会
に
来
た
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。 

 

最
悪
の
条
件
を
踏
み
越
え
、
会
い
に
来
た
い
気
持
ち
を

十
二
分
に
受
け
取
り
、
淋
し
さ
と
嬉
し
さ
と
が
交
錯
し
た

一
時
だ
っ
た
。
ま
た
東
京
か
ら
下
宿
の
お
ば
さ
ん
が
大
変

苦
労
し
て
面
会
に
来
て
く
れ
た
の
が
強
く
印
象
的
だ
っ
た
。 

 

臨
時
列
車
は
鎧
戸
を
閉
め
た
㊙
行
動
で
、
静
か
に
豊
橋

を
後
に
博
多
に
到
着
、
出
港
ま
で
の
約
一
カ
月
間
は
、
連

日
の
厳
し
い
生
活
か
ら
一
時
開
放
さ
れ
た
毎
日
だ
っ
た
。 

 

昭
和
十
九
年
十
月
十
三
日
、
博
多
港
出
発
の
「
山
園
丸
」 

（
播
磨
造
船
所
、
処
女
航
海
、
七
，
〇
〇
〇
ト
ン
）
で
一

路
南
下
へ
、
と
思
い
き
や
船
は
北
方
へ
と
進
み
、
出
航
間

も
な
く
も
う
敵
艦
に
見
付
け
ら
れ
た
の
か
我
が
艦
よ
り
ボ

カ
ッ
、
ド
ド
ン
と
爆
雷
を
投
下
し
た
。 

 

我
々
の
船
団
は
輸
送
船
十
二
隻
が
海
防
艦
五
隻
、
哨
戒
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艇
二
隻
に
護
衛
さ
れ
、
東
シ
ナ
海
の
舟
山
孤
島
を
南
下
し

た
。 

 
十
月
二
十
五
日
夜
、
突
如
船
団
の
中
に
敵
潜
水
艦
が
入

っ
た
由
に
て
、
全
員
急
遽
、
身
支
度
を
整
え
て
甲
板
上
に

集
結
の
命
下
る
。 

 

す
っ
き
り
と
澄
ん
だ
夜
空
の
月
を
眺
め
冥
想
に
耽
り
、

誰
も
が
皆
無
言
の
数
十
分
、
呆
然
と
し
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
。 

 

皓
々
と
照
ら
す
満
月
が
ゆ
っ
く
り
と
海
に
沈
む
。
そ
の

瞬
間
を
待
っ
て
い
た
ご
と
く
突
然
、
発
光
信
号
が
四
方
か

ら
交
錯
し
て
発
せ
ら
れ
、
あ
た
か
も
打
ち
上
げ
花
火
を
見

る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。
騒
が
し
く
な
っ
た
途
端
、
左
前

方
の
「
松
本
丸
」
に
爆
弾
が
命
中
、
天
を
も
焦
が
す
よ
う

な
火
焔
が
噴
騰
、
爆
雷
の
音
の
す
る
中
に
兵
士
が
次
々
と

両
手
を
挙
げ
て
海
中
へ
跳
び
込
む
様
子
が
手
に
取
る
よ
う

に
眼
前
に
写
る
。
い
わ
ゆ
る
轟
沈
と
云
う
瞬
時
の
出
来
事

で
、
な
す
術
も
な
く
、
た
だ
皆
が
無
事
救
出
さ
れ
る
を
願

う
ば
か
り
だ
っ
た
。 

 

次
は
我
々
の
順
番
か
と
不
安
の
中
、
本
艦
は
し
ば
ら
く

漂
流
の
末
、
錨
を
降
ろ
し
て
停
泊
、
夜
も
明
け
た
頃
、
船

首
は
海
中
に
、
船
尾
か
ら
曳
航
さ
れ
た
「
松
本
丸
」
の
無

残
な
姿
を
眼
の
当
り
に
し
た
。
結
局
は
「
松
本
丸
」「
江
原

丸
」
が
沈
没
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
我
々
の
「
山
園
丸
」

は
近
く
を
通
っ
た
爆
雷
に
舵
を
や
ら
れ
た
ら
し
か
っ
た
。

こ
の
間
の
状
況
は
今
も
な
お
深
く
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い

る
。 

 

船
は
膨
湖
島
へ
立
ち
寄
り
、
海
南
島
を
通
り
、
仏
印
サ

イ
ゴ
ン
の
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
港
へ
夜
明
け
に
着
い
た
。
遠
く

で
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
大
き
な
声
が
聞
こ
え
た
。
戦
友

と
共
に
「
こ
こ
の
鶏
も
日
本
語
で
鳴
い
と
る
な
あ
」
と
笑

い
が
出
た
の
も
久
し
振
り
だ
っ
た
。 

 

暑
い
地
域
で
の
船
の
上
で
も
あ
り
、
真
水
は
制
限
さ
れ
、

洗
顔
、
洗
濯
、
水
浴
す
べ
て
を
飯
盒
一
杯
の
水
で
賄
わ
ね

ば
な
ら
ず
、
飲
み
水
の
た
め
蒸
気
管
の
継
目
か
ら
漏
れ
る

水
滴
を
器
に
採
り
飲
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
量
が
多

く
な
っ
て
下
痢
を
し
た
奴
も
随
分
い
た
。 

 
船
は
一
路
「
昭
南
」
へ
と
向
か
っ
た
。
上
陸
し
た
時
に

は
大
部
分
の
候
補
生
は
身
体
の
不
調
を
訴
え
た
。
第
一
に
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頭
が
重
く
髪
が
抜
け
て
く
る
。
第
二
に
強
い
夢
も
見
る
。

第
三
に
狂
っ
た
行
動
を
す
る
等
々
の
兆
候
が
あ
れ
ば
医
務

室
へ
申
し
出
る
よ
う
に
と
。
ほ
と
ん
ど
の
者
が
即
入
院
と

云
う
次
第
。
私
は
当
時
指
揮
班
に
所
属
し
船
室
に
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
の
が
幸
だ
っ
た
。
実
は
船
倉
に
「
四
エ

チ
ル
鉛
」
が
積
ん
で
あ
り
揺
れ
て
い
る
中
に
少
し
づ
つ
洩

れ
た
ら
し
い
。
四
エ
チ
ル
鉛
中
毒
と
云
う
こ
と
ら
し
か
っ

た
。
軍
刀
を
振
り
回
し
た
者
も
あ
り
、
一
時
大
騒
ぎ
も
束

の
間
の
出
来
事
だ
っ
た
。 

 
 

㈣ 

現
地
教
育
隊
を
経
て
部
隊
配
属
へ 

 

マ
ラ
イ
ポ
ー
ト
デ
ク
ソ
ン
教
育
隊
に
入
っ
た
の
は
前
橋
、

豊
橋
第
一
、
仙
台
、
熊
本
の
四
予
備
士
官
学
校
第
十
一
幹

候
の
約
千
五
百
人
で
あ
っ
た
。 

 

教
育
の
内
容
は
一
般
術
科
、
学
科
、
徳
操
に
つ
い
て
内

地
で
の
教
育
を
補
充
の
ほ
か
、
「
装
典
通
り
で
は
な
い
時

機
に
応
じ
た
応
用
戦
闘
教
育
」
を
目
指
し
、
一
般
歩
兵
は

対
戦
車
、
水
際
上
陸
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
闘
な
ど
実
戦
的
訓

練
、
戦
訓
を
生
か
し
た
教
育
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
三
月
三
十
一
日
、
卒
業
の
豊
橋
関
係
五
百

九
十
九
人
の
派
遣
先
は
ビ
ル
マ
を
筆
頭
に
仏
印
、
タ
イ
、

マ
ラ
イ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
ス
マ
ト
ラ
等
々
で
あ
り
、
私
は
同

行
五
人
で
ス
マ
ト
ラ
派
遣
富
第
一
〇
九
二
三
部
隊
（
田
邊

盛
武
中
将
）
で
「
ブ
キ
テ
ン
ギ
」
に
向
か
っ
た
。
学
校
を

後
に
昭
南
島
の
「
ラ
ッ
フ
ル
ス
」
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
赴
任

地
へ
向
か
う
便
を
一
日
待
ち
に
し
て
い
た
。 

 

当
初
は
厳
格
な
兵
営
か
ら
開
放
さ
れ
、
久
方
振
り
の
籠

か
ら
放
さ
れ
た
小
鳥
の
ご
と
く
嬉
々
と
し
た
心
で
街
へ
出

た
も
の
だ
が
、
行
く
と
こ
ろ
は
当
時
「
火
星
ビ
ル
」
に
上

映
さ
れ
て
い
た
映
画
、
高
峰
秀
子
主
演
の
「
勝
利
の
日
ま

で
」
と
云
う
の
を
飽
き
も
せ
ず
二
回
も
三
回
も
見
に
行
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。 

 

帰
り
に
は
パ
サ
ー
ル
（
中
国
人
の
露
天
食
事
街
）
で
ラ

ー
メ
ン
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
、
帰
り
に
唐
辛
子
を
お
土
産

代
わ
り
に
貰
い
、
そ
の
代
償
は
二
人
で
煙
草
「
興
亜
」
一

個
だ
け
だ
っ
た
。 

 

四
月
十
二
日
や
っ
と
船
便
が
あ
り
、
小
さ
な
船
で
ス
マ

ト
ラ
パ
カ
ン
バ
ル
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
か

ら
は
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
雄
大
な
山
々
を
縫
い
、
蛇
行
し
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な
が
赤
道
を
越
え
た
。
美
し
い
光
景
に
見
と
れ
な
が
ら
「
ブ

キ
ケ
ン
ギ
」
に
着
い
た
。 

 
こ
こ
の
街
は
一
言
で
云
え
ば
お
伽
の
国
と
で
も
云
い
た

い
と
こ
ろ
。
深
い
緑
に
包
ま
れ
た
小
高
い
丘
に
、
紅
い
屋

根
、
白
い
壁
、
そ
し
て
木
立
の
間
を
走
る
の
は
小
さ
な
ポ

ニ
ー
（
小
馬
）
が
可
愛
い
い
。
飾
り
と
鈴
を
つ
け
、
チ
リ

ン
チ
リ
ン
と
馬
車
を
走
ら
せ
る
姿
は
殺
伐
た
る
戦
場
と
は

裏
腹
に
、
こ
ん
な
す
て
き
な
所
が
ほ
か
に
あ
る
か
と
現
実

を
疑
っ
た
位
だ
っ
た
。
お
ま
け
に
当
地
は
気
候
が
内
地
の

九
～
十
月
頃
の
よ
う
で
、
治
安
も
良
く
申
し
分
の
な
い
快

適
な
所
だ
っ
た
。 

 

富
第
一
〇
九
二
三
部
隊
司
令
部
の
申
告
を
終
え
、
約
一

週
間
滞
在
。
こ
の
間
大
阪
外
語
の
徳
大
尉
の
御
指
導
で
現

地
ス
マ
ト
ラ
語
の
特
訓
を
受
け
た
。
少
し
で
も
自
分
の
も

の
と
し
た
い
と
思
い
努
め
て
外
出
し
、
日
常
の
会
話
を
も

の
に
し
た
も
の
だ
。
過
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
く
機
会
が

あ
り
、
五
十
有
余
年
振
り
に
現
地
人
と
の
会
話
に
大
い
に

助
け
と
な
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
る
。 

 

私
の
赴
任
地
ラ
ハ
ト
（
パ
レ
ン
バ
ン
の
西
北
方
）
に
あ

っ
た
独
混
第
二
十
六
旅
団
通
信
隊
（
嶽
兵
団
旅
団
長
尼
子

熊
一
郎
少
将
）
へ
と
向
か
っ
た
。
オ
ン
ボ
ロ
バ
ス
で
南
下

し
、
炎
天
下
で
も
ち
ろ
ん
道
路
も
舗
装
し
て
な
い
ガ
タ
ガ

タ
道
を
一
路
ラ
ハ
ト
へ
と
向
か
っ
た
が
、
途
中
何
回
か
の

川
を
渡
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
ま
た
変
わ
っ
た
渡
舟
だ
っ
た
。

向
か
う
岸
ま
で
ワ
イ
ヤ
ー
が
張
っ
て
あ
り
、
い
っ
た
ん
川

を
下
る
ご
と
く
進
み
、
中
央
部
か
ら
は
今
度
は
対
岸
の
上

流
に
向
い
て
進
む
。
「
く
」
の
字
航
行
で
あ
っ
た
。
流
れ
が

早
い
の
で
真
直
に
行
け
ぬ
ら
し
い
。 

 

や
ゝ
し
ば
ら
く
バ
ス
は
走
り
、
こ
こ
で
ペ
チ
キ
（
パ
ン

ク
）
と
云
う
破
目
に
逢
っ
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
修
理
に
取

り
掛
っ
た
が
、
こ
れ
が
ま
た
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
も
な
く
、
用

意
し
た
缶
詰
の
空
き
缶
を
持
っ
て
来
て
「
こ
こ
で
し
ば
ら

く
待
っ
て
下
さ
い
」
と
、
そ
の
缶
を
持
っ
て
約
二
キ
ロ
も

離
れ
た
ゴ
ム
林
へ
行
き
、
樹
に
傷
を
つ
け
て
液
を
採
り
に

行
く
と
云
う
段
取
り
だ
。
全
く
の
ん
気
と
云
う
か
、
憤
慨

し
た
が
考
え
て
見
れ
ば
セ
カ
セ
カ
し
た
人
間
社
会
よ
り
も

よ
ほ
ど
悠
長
で
自
然
と
共
に
の
ん
び
り
生
き
る
、
む
し
ろ
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ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
に
さ
え
見
え
た
。 

 

数
時
間
を
経
て
缶
に
ゴ
ム
液
を
入
れ
て
戻
っ
て
来
た
。

ゆ
っ
く
り
と
一
服
し
た
後
、
何
か
を
喋
べ
り
な
が
ら
仕
事

に
か
か
る
が
、
何
と
も
の
ん
び
り
や
で
呆
れ
か
え
っ
た
次

第
。
そ
ん
な
事
で
日
も
暮
れ
、
と
う
と
う
予
定
時
刻
に
行

け
ず
一
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

 

ラ
ハ
ト
の
独
混
第
二
十
六
旅
団
司
令
部
に
到
着
、
尼
子

熊
一
郎
閣
下
か
ら
は
慰
労
の
言
葉
を
賜
っ
た
。
そ
の
温
顔

と
立
派
な
体
格
か
ら
に
じ
み
出
る
優
し
い
お
言
葉
に
、
長

い
旅
の
疲
れ
も
打
っ
飛
ん
だ
感
じ
で
、
恐
れ
入
っ
た
こ
と

を
思
い
出
す
。 

 

私
の
赴
任
先
の
旅
団
通
信
隊
は
隊
長
工
藤
大
尉
、
無
線

隊
長
三
沢
中
尉
、
有
線
隊
長
竹
田
少
尉
と
小
生
の
四
将
校

以
下
約
八
十
人
の
隊
で
あ
っ
た
。 

 

歩
兵
の
教
育
を
受
け
、
内
地
か
ら
ず
っ
と
対
空
、
対
瓦

斯
、
対
戦
車
な
ど
を
重
点
に
訓
練
を
受
け
た
私
に
は
初
め

て
の
通
信
隊
、
し
か
も
無
線
小
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
全
く
面

食
ら
っ
た
。
早
速
、
先
任
軍
曹
を
師
と
し
モ
ー
ル
ス
信
号

を
習
い
始
め
た
。
と
に
か
く
兵
隊
の
前
で
も
恥
を
か
か
ぬ

程
度
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
。 

 

就
寝
中
で
も
、
合
調
音
（
イ
・
ー
ロ
・
ー
・
ー
・
ハ
ー
・ 

・
・
等
）
が
耳
に
つ
い
て
眠
れ
ぬ
毎
日
で
あ
っ
た
。
通
信

隊
は
少
な
い
人
数
で
、
し
か
も
数
人
ず
つ
各
離
島
へ
も
出

向
し
て
い
る
た
め
、
本
隊
残
留
人
員
は
ご
く
少
な
い
の
が

通
常
で
あ
る
。
司
令
部
へ
の
用
事
も
度
々
で
、
尼
子
司
令

官
に
も
何
か
と
可
愛
が
っ
て
頂
い
た
。 

 
 

㈤ 

「
マ
号
作
戦
」
で
昭
南
防
衛
隊
と
し
て
転
進 

 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
六
月
十
三
日
「
マ
号
作
戦
」

と
や
ら
で
山
兵
団
を
編
成
（
嶽
兵
団
の
上
の
山
を
と
っ
た

ら
し
い
）
昭
南
防
衛
隊
と
な
り
パ
レ
ン
バ
ン
港
を
出
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
忘
れ
ら
れ
ぬ
記
憶
が
あ
る
。 

 

私
は
通
信
隊
長
の
命
令
で
、
小
隊
を
率
い
「
滞
貨
を
ラ

ハ
ト
駅
よ
り
指
定
の
貨
車
二
両
に
積
み
込
み
出
発
に
備
え

よ
」
と
の
こ
と
。
命
に
従
い
滞
貨
を
運
ぶ
作
業
中
、
鉄
道

司
令
官
が
来
ら
れ
「
お
前
の
隊
に
は
、
こ
の
貨
車
の
配
当

が
無
い
か
ら
、
滞
貨
を
直
ち
に
降
ろ
せ
」
と
い
わ
れ
、
種
々

掛
け
合
っ
た
が
全
く
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
。
旅
団
長
の
命
の

下
で
な
ぜ
様
々
な
違
っ
た
行
動
に
な
る
の
か
、
自
分
は
「
隊
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長
の
命
の
ま
ま
に
行
動
し
ま
す
」
と
頑
と
し
て
抵
抗
し
て

食
い
下
が
っ
た
。
何
度
も
何
度
も
交
渉
の
末
、
と
う
と
う

承
認
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
司
令
部
に
て
お
偉
方
の
お
別
れ
会
の
時
、
そ

の
司
令
官
が
（
平
常
は
横
柄
・
傲
慢
な
人
で
通
っ
て
お
り
、

誰
し
も
が
一
目
置
い
て
い
た
よ
う
だ
）
私
の
隊
長
に
「
お

前
の
と
こ
ろ
の
新
参
見
習
士
官
に
今
日
は
ひ
ど
く
噛
み
つ

か
れ
た
よ
。
彼
の
押
し
に
は
俺
も
と
う
と
う
引
き
下
が
っ

た
、
な
か
な
か
の
奴
だ
、
気
を
付
け
ろ
よ
」
と
大
笑
い
だ

っ
た
そ
う
だ
。 

 

そ
の
後
、
工
藤
大
尉
が
す
っ
か
り
ご
機
嫌
で
「
見
習
士

官
、
お
前
の
や
る
こ
と
は
俺
が
全
部
責
任
を
と
る
。
何
で

も
や
れ
。
好
き
な
こ
と
を
や
れ
心
配
す
る
な
」
と
励
ま
さ

れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。 

 

尼
子
司
令
官
と
の
別
れ
の
挨
拶
に
行
っ
た
折
に
は
、
大

変
優
し
い
慰
労
の
お
言
葉
に
加
え
、
と
て
も
珍
し
い
内
地

の
緑
茶
と
よ
う
か
ん
を
頂
き
、
帰
り
に
は
御
自
分
の
衣
装

や
靴
下
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
下
さ
っ
た
こ
と
に
感
激
し
た
。 

 

約
二
カ
月
の
短
い
期
間
の
ス
マ
ト
ラ
で
あ
っ
た
が
、
本

当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
得
難
い
経
験
も
さ
せ
て

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。 

 

六
月
十
三
日
、
昭
南
港
に
到
着
、
早
速
チ
ャ
ン
ギ
ー
地

区
に
入
っ
た
。
隊
は
陣
地
構
築
や
各
隊
の
通
信
連
絡
業
務

に
携
わ
っ
た
が
、
私
は
南
方
軍
第
三
通
信
隊
に
赴
き
、
毎

日
「
モ
ー
ル
ス
」
の
練
習
や
各
隊
と
の
連
続
折
衛
に
当
っ

た
。 

 
 

㈥ 

終
戦
、
検
問
、
島
流
、
抑
留
、
自
活 

 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
将
校
集
会
所
に
集
合
を
命

ぜ
ら
れ
、
神
妙
な
面
持
ち
で
玉
音
放
送
を
聞
い
た
が
、
ザ

ー
ザ
ー
と
物
凄
い
雑
音
の
間
に
辛
う
じ
て
聞
こ
え
た
終
戦

の
報
に
、
体
の
力
が
ス
ー
ッ
と
抜
け
る
気
が
し
た
。
大
変

長
か
っ
た
戦
争
も
よ
う
や
く
終
り
を
迎
え
、
特
に
虚
脱
状

態
の
数
日
が
続
い
た
。 

 

一
転
し
て
捕
虜
の
身
と
な
っ
た
我
々
は
転
々
と
移
動
し
、

揚
げ
句
の
果
、
ク
ル
ア
ン
に
集
結
、
こ
こ
で
全
員
ふ
る
い

に
か
け
ら
れ
「
白
」
「
灰
」
「
黒
」
の
キ
ャ
ン
プ
に
入
れ
ら

れ
た
。
戦
犯
容
疑
の
振
り
分
け
で
あ
る
。
私
は
通
信
隊
所

属
将
校
の
関
係
で
灰
色
キ
ャ
ン
プ
に
入
れ
ら
れ
、
い
ろ
い
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ろ
調
査
さ
れ
た
上
、
容
疑
が
晴
れ
、
一
般
の
白
キ
ャ
ン
プ

に
戻
さ
れ
た
わ
け
だ
。
こ
の
検
閲
所
を
通
り
、
十
月
二
十

五
日
、
リ
オ
諸
島
レ
ン
バ
ン
島
へ
と
移
動
に
な
っ
た
。 

 

ジ
ャ
ン
グ
ル
を
伐
り
開
き
、
道
を
作
り
、
船
着
場
を
造

り
、
住
家
を
建
て
た
り
、
と
て
も
忙
し
い
数
日
を
経
て
よ

う
や
く
開
墾
し
た
土
地
で
自
活
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
は
捕
虜
の
身
と
て
刃
物
の
所
持
は
極
度
に
制
限

さ
れ
、
必
要
な
道
具
も
試
行
錯
誤
の
末
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
造
っ
た
。
軍
隊
と
云
う
と
こ
ろ
は
ま
た
便
利
な
と
こ
ろ

で
、
鍛
冶
屋
も
大
工
も
僧
侶
も
と
云
う
よ
う
に
何
で
も
そ

ろ
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
開
墾
用
に
使
う
鎌
を
包
丁
に
し
た

り
滞
貨
の
麻
袋
を
糸
に
し
て
網
に
し
た
り
、
木
を
切
っ
て

下
駄
を
作
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
生
活
用
具

を
作
っ
た
。 

 

空
腹
を
耐
え
、
タ
ピ
オ
カ
藷
を
植
え
た
が
、
こ
れ
が
大

き
く
な
る
と
野
豚
（
バ
ビ
ー
）
や
野
猿
が
取
り
に
来
て
、

と
て
も
我
々
の
口
に
入
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
猿

は
捕
り
難
い
が
落
し
穴
を
掘
り
野
豚
を
捕
る
こ
と
に
し
た
。

偽
装
は
奴
等
に
見
破
ら
れ
、
代
わ
り
に
兵
隊
さ
ん
が
落
ち

る
と
云
う
破
目
に
な
り
大
笑
い
だ
っ
た
。 

 

極
度
の
食
糧
不
足
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も
口
に

し
た
。
ゴ
ム
の
木
の
芽
や
葉
の
軟
ら
か
い
と
こ
ろ
、
パ
パ

イ
ヤ
の
木
の
根
や
野
草
な
ど
、
馬
が
喰
う
か
ら
大
丈
夫
と

訳
の
分
か
ら
ぬ
草
も
随
分
食
べ
た
。
蛇
や
蜥
蜴
、
蝸
牛
な

ど
捕
っ
た
ら
御
馳
走
だ
。
海
藻
な
ど
毎
日
の
食
膳
へ
、
し

か
し
当
時
は
物
凄
く
ほ
う
れ
ん
草
等
の
野
菜
が
食
べ
た
く

て
よ
く
話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
実
は
極
度
の
便
秘
に

な
り
、
一
週
間
も
十
日
過
ぎ
て
も
通
じ
が
な
く
、
長
時
間

頑
張
っ
て
油
汗
を
流
し
て
よ
う
や
く
少
し
排
便
、
か
す
ば

か
り
溜
っ
て
流
れ
が
悪
い
、
手
伝
っ
て
や
る
た
め
に
必
ず

割
箸
の
様
な
も
の
を
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
青
森
出
身
の
子
春
と
云
う
上
等
兵
が
「
自
分
は
二
時

間
と
十
五
分
頑
張
り
ま
し
た
」
と
笑
っ
て
云
っ
た
言
葉
が

今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。 

 

栄
養
不
足
で
体
力
も
耐
え
ら
れ
ぬ
数
人
の
兵
を
無
念
の

涙
で
送
っ
た
日
も
あ
る
。
当
時
の
我
々
の
脈
拍
は
二
十
五

～
三
十
位
で
あ
り
三
十
五
以
上
の
者
は
医
務
室
へ
来
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。 
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歩
行
は
フ
ワ
フ
ワ
と
浮
い
た
よ
う
な
気
持
ち
で
、
少
し

荷
物
を
背
負
っ
て
、
重
り
を
つ
け
た
方
が
歩
き
易
い
の
で
、

み
ん
な
必
ず
杖
を
つ
い
て
い
た
。
ま
た
暑
い
場
所
で
あ
り

な
が
ら
み
ん
な
集
ま
っ
て
焚
火
を
し
、
故
郷
の
食
べ
物
の

話
を
す
る
毎
日
だ
っ
た
。 

 

丘
に
上
が
っ
て
は
る
か
海
を
眺
め
、
遠
い
祖
国
の
こ
と

等
ど
ん
な
思
い
で
見
つ
め
て
い
た
こ
と
か
。
た
ま
た
ま
見

た
「
リ
バ
テ
イ
船
（
内
地
へ
の
輸
送
船
）
」
が
日
本
へ
向
か

う
姿
を
見
て
、
戦
友
と
共
に
涙
が
後
を
断
た
な
か
っ
た
。 

 

製
塩
班
が
苦
労
し
て
作
っ
た
塩
を
缶
に
入
れ
、
大
切
に

し
、
い
つ
か
帰
る
故
郷
へ
の
お
土
産
に
と
荷
物
の
中
へ
ソ

ー
ッ
と
し
ま
い
込
ま
せ
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

私
の
た
ど
っ
た
人
生
の
ほ
ん
の
一
部
で
も
が
回
顧
録
へ

の
参
加
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
最
後
に
な
っ
た
が
こ

ん
な
戦
争
に
よ
り
善
良
な
多
く
の
人
達
を
不
幸
の
ど
ん
底

へ
落
す
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と

を
声
を
大
に
し
て
訴
え
た
い
。
そ
し
て
ま
た
不
幸
に
し
て

戦
没
し
た
同
期
生
諸
君
の
英
霊
に
合
掌
を
捧
げ
た
い
。 

 

【
解 

 

設
】 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
学
徒
徴
兵
延
期
停
止
に
よ
り
歩
兵

第
六
十
九
連
隊
補
充
隊
（
東
部
第
四
十
八
部
隊
）
入
隊
、

一
期
検
閲
後
の
昭
和
十
九
年
五
月
一
日
、
豊
橋
第
一
陸
軍

予
備
士
官
学
校
入
校
。
十
月
十
五
日
、
南
方
軍
派
遣
の
た

め
博
多
港
出
発
。
マ
ラ
イ
ポ
ー
ト
デ
ク
ソ
ン
に
て
現
地
補

充
教
育
。
昭
和
二
十
年
三
月
三
十
一
日
、
同
教
育
終
了
後
、

ス
マ
ト
ラ
ブ
キ
ナ
ン
ギ
の
富
第
一
〇
九
二
三
部
隊
司
令
部

を
経
て
嶽
兵
団
・
独
立
混
成
第
二
十
六
旅
団
通
信
隊
付
将

校
を
命
ぜ
ら
れ
る
。 

 

昭
和
二
十
年
六
月
十
三
日
、
パ
レ
ン
バ
ン
出
発
、
昭
南

島
防
衛
に
転
進
。
終
戦
に
よ
り
、
十
月
二
十
五
日
、
リ
オ

諸
島
レ
ン
バ
ン
島
に
て
自
活
生
活
。
昭
和
二
十
一
年
六
月

十
五
日
、
同
島
出
発
、
七
月
三
日
、
鹿
児
島
港
に
上
陸
後

復
員
完
結
す
。 

 

体
験
記
執
筆
者
の
最
後
に
所
属
し
た
独
立
混
成
第
二
十

六
旅
団
は
、
南
方
軍
―
第
七
方
面
軍
の
隷
下
に
あ
り
、
ス

マ
ト
ラ
派
遣
嶽
第
一
〇
九
一
六
部
隊
と
し
て
、
南
部
ス
マ

ト
ラ
防
衛
の
第
十
六
独
立
守
備
隊
を
基
幹
に
編
成
さ
れ
た
。
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そ
の
任
務
を
継
承
し
て
第
三
十
五
軍
に
編
入
さ
れ
、
司
令

部
を
ラ
ハ
ト
に
置
い
て
い
た
。 

 

旅
団
砲
兵
隊
は
迫
撃
第
十
一
大
隊
第
三
中
隊
を
基
幹
に

迫
撃
二
個
中
隊
で
満
州
の
東
寧
か
ら
移
動
し
た
。 

 

初
代
旅
団
長
は
河
田
槌
太
郎
、
昭
和
十
九
年
七
月
六
日

よ
り
終
戦
ま
で
は
尼
子
熊
一
郎
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
十
九
年
一
月
～
六
月
に
は
、
南
部
ス
マ
ト
ラ
の
バ

チ
ア
ラ
ム
に
お
い
て
防
衛
に
任
じ
た
。
ま
た
従
来
パ
レ
ン

バ
ン
防
衛
隊
が
防
空
と
同
地
周
辺
の
防
衛
に
も
従
事
し
て

い
た
が
、
昭
和
十
九
年
一
月
に
第
九
飛
行
師
団
に
編
合
と

な
り
、
旅
団
が
代
わ
っ
て
こ
れ
ら
の
任
務
を
担
当
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
五
月
、
昭
南
地
区
の
防
衛
強
化
の
た
め
旅

団
の
転
用
が
下
命
さ
れ
、
第
七
方
面
軍
の
直
轄
と
な
っ
て

昭
南
防
衛
軍
ヘ
移
動
、
チ
ャ
ン
ギ
ー
地
区
の
防
衛
を
担
当

し
た
。 

 

当
時
、
第
七
方
面
軍
は
南
方
軍
の
企
図
に
基
づ
い
て
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
（
昭
南
島
）
を
中
核
と
す
る
マ
レ
ー
、
ス
マ

ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ル
ネ
オ
の
各
要
域
を
確
保
す
べ
き
方

針
の
下
、
各
軍
の
部
署
を
定
め
て
い
る
。 

 

第
七
方
面
軍
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
周
辺
強
化
の
た
め
、
五

月
初
旬
に
ア
ン
ダ
マ
ン
、
ニ
コ
バ
ル
諸
島
よ
り
歩
兵
三
個

大
隊
基
幹
の
抽
出
を
計
画
し
た
が
、
こ
の
企
画
は
中
途
で

挫
折
し
、
こ
の
た
め
か
五
月
末
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
直
接
の

防
衛
強
化
を
計
る
た
め
、
ス
マ
ト
ラ
に
在
っ
た
独
立
混
成

第
二
十
六
旅
団
の
転
用
を
計
画
し
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
に
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
及
び
そ
の
直
接
外
郭
た

る
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
は
、
方
面
軍
司
令
官
直
接
指
揮
の
下
に

第
四
十
六
師
団
、
独
立
混
成
第
二
十
六
旅
団
、
昭
南
防
衛

隊
、
そ
の
他
航
空
、
海
軍
部
隊
を
以
て
守
備
を
強
化
し
つ

つ
あ
っ
た
。 

 

終
戦
の
九
月
五
日
英
軍
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上
陸
し
た
。 


